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良) 第2章 保障の法律と制度 (1 保障制度
の特色､2 法律､3 保障の実際､4 高齢と
生活維持､5 親族介護に対する社会的再評価､
6 財政と所得再分配) 第3章 政治と行政の




































































































224 長野大学紀要 第13巻第2･3号合併号 1991
根本的に異なることに注目しておきたい｡
第3章では､政治と行政の役割ということで､
社会民主党の長期政権の秘密､国と地方自治体の
関係がヨコ割の政治 ･行政責任の組織で出来てい
ること､国民貯蓄率は低く､社会保険料は雇用主
負担であること､税金は名目税率で支払うのでは
なく､実質税率で支払うこと等が分かりやすく説
明されている｡日本の福祉状況との関係で特に気
付いたテーマに ｢民間活力｣の問題がある｡スウ
ェーデンには､ボランティア活動はほとんど皆無
の状況にあり､また期待もされていない｡それは
人材不足に加え､｢国民の生活向上･安定の基本が
ボランティア活動であってはならぬとの社会原則
を厳然と貫いているからである｣｡ただし､近年､
小規模ながら続出しつつある生活保障分野-の民
間企業や組織の参入は､｢計画､実施､財政にかん
する公的責任の切り捨てや他への責任転嫁ではな
くして､あくまでも民間-の業務委託｣であると
いう｡この点も誤解したり､早合点してはならな
い動きであろう｡
第4章､｢将来への展望｣では ｢量｣の社会政策
から ｢質｣の社会政策-ということで､社会保障
がいまや第三段階に入ったことが記されている｡
第一段階は貧窮者救済に目標が置かれた段階､第
二段階は国民の生活総体を均等水準にまで向上さ
せる段階､そして第三段階は､｢量｣から｢質｣の
社会政策への移行期｡つまり､｢今後はどれほど資
金と人月を増やしたとしても政策効用のほぼ限界
線を突破してしまった以上､これから伝統に拘束
されない斬新な発想が新次元への移行にとって重
要になってきた｣時期というのである｡しかし､
｢質｣の政策を実施するには｢生活の質｣(クオリ
ティー ･オブ ･ライフ)とは何かの定義づけが困
難であるだけに暗中模索を繰り返しているという｡
わが国の場合､第一段階､第二段階いずれも達成
途中にありながら第三段階の社会的要望も取り入
れなければならないだけに､どうしても目先の対
応に追われる傾向は否めない｡問題になる点であ
る｡その他､職月の確保問題もスウェーデンにお
いて深刻である｡社会保障関係に働 く職員はすべ
て公務員なのになぜ不足するのか｡その理由とし
て､公共職員の社会的ステータスがこれまで低く､
まわりからの理解もさほど無かったからという｡
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ステータスを左右するのは賃金よりも働きやすい
職場づ くりが大切ということが明らかになった｡
つまり､責任のない仕事のさせかた､頭ごなしの
決定､他人に指図されるばかりの職場環境に不満
が集まったという｡
最後に終章｡著者はつぎの結論で締め括る｡｢サ
ービスを要求する住民とサービスを用意する行政
体のあいだに介在するのは政治であるだけに､サ
ービス形成についての最終責任は両者にあるとい
えるであろう｡とくに､政治や行政の水準を決め
るのは､住民みずからの自覚と選択にほかならな
い｣と｡まさに指摘の通りである｡
日本の福祉はややもすると狭義の制度 ･政策や
技術的改善に終始しがちであるが､もっと政治や
行政のあり方に住民みずからコッミットしていく
意識変革こそ問われている｡その意味で本書から
学ぶ点は多々あり､わが国の福祉が直面している
課題に適切な指針を与えてくれた良書である｡
なお､周知のように去る9月15日のスウェーデ
ン総選挙で､ほぼ60年にもわたり指導的役割を占
めてきた社民党政権が敗北した｡これは､スウェ
ーデン型の ｢高福祉､高負担｣に国民がノーのサ
インを送った出来事として各マスコミの話題を呼
んだが､わが国のスウェーデン研究者をはじめ竹
崎氏も指摘しているように､この政権交代は ｢社
会保障の縮小や無益をとなえて保守陣営が人気と
りをしたと考えるのはまったくのお門違いであ｣
り､たとえ保守､中道四党連合に政権の座が移っ
たとしても ｢国民全体の生活向上と安定を意味す
る固有の社会保障を根底から覆す政治が行われる
土壌はもはや 〔スウェーデンには〕存在しない｣
(10月17日日本経済新聞)｡この点からも､スウェ
ーデン型福祉は世界的な改革の嵐の中で挫折した
と即断することは危険であると同時にこの事態変
化により本書の価値が下がることは些かもないこ
とを書き添えておきたい｡
(はぎわら きよこ 教授)
(1991.10.9受理)
